





































Factor (C A T F )を部分精製し，その作用機作について検討した。
ウシ胎仔より軟骨を採取，細断後， 1Mグアニジン塩酸溶液にて抽出した。この抽出液をアセトン分










を行い，同時にCATF20ー 抑Kを再添加し，経目的に細胞数を算定した。その結果，C A T F 20-3ωKはザlレ
コーマ180細胞及びL細胞の増殖に全く影響を与えないが， CPAE細胞の増殖を著明に阻害すること











次に， CPAE細胞に対する増殖阻害活性を指標として， C A T F 20-3∞Kを限外漉過によりさらに，精
製した。 CPAE細胞増殖阻害活性は分子量100-300K画分にのみ認められ， 20-50K及び50-100K
画分では認められなかった。また， 100-300K画分のみが，抗腫療活性および血管新生阻害活性を保持
していた。そこで，この分子量100-300K画分 (CA T F 100-3∞K) を陰イオン交換クロマトグラフィー
によりさらに精製した。 10mMリン酸緩衝液 (pH8.0)で平衡化したDE A E -Sepharose C L -6 B 
カラムにCA T F 100-300Kを添加し非吸着画分を溶出後， 0 -0.35M NaCl直線濃度勾配及び、0.6MNaC 
lを含む同緩衝液にて吸着画分を溶出し，各フラクションのCPAE細胞のDNA合成阻害活性を測定
したところ， 0.3M NaCl付近に全活性の82%が回収された。この画分 (DEAE-CATF)は0.15μ
g蛋白/mlの濃度でCPAE細胞のDNA合成を50%阻害し，その比活性はCA T F 100-300Kの73倍に上昇
した。さらに， DEAE-CATFはB16メラノーマ担癌マウスに60μg蛋白投与で強い抗腫壊活性を








榎本君は，ウシ胎仔軟骨よりマウス・ B16メラノーマなどの増殖を阻害する因子 (Cartilage-derived 
-320-
Anti-Tumor Factor ; C A T F)の部分精製を行った。さらに， CATFが血管内皮細胞の増殖を特異
的に阻害すると共に，鶏卵紫尿膜上に移植したB16メラノーマの増殖及び血管新生をも阻害することを
明らかにしたO しかし， CATFは主主主旦での腫蕩細胞の増殖は阻害しなかったので， CATFの抗
腫虜作用は腫蕩細胞に対する直接的なものではなく，血管内皮細胞の増殖を阻害することに基づくもの
であることを示した。
以上のように，榎本君の論文は軟骨に存在する抗腫蕩因子の存在を明確化し， CATFの臨床応用の
ための基礎を提供したばかりでなく，内軟骨性骨化や創傷治癒の際の血管内皮細胞の役割を理解するた
めにも重要な手掛かりを与えたものであり，歯学博士の学位請求に十分値するものと認めるO
